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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第85期

第１四半期累計期間
第86期

第１四半期累計期間
第85期

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2019年７月１日
至　2020年６月30日

売上高 （千円） 6,254,731 5,718,224 31,666,911

経常利益 （千円） 296,406 186,267 2,142,693

四半期（当期）純利益 （千円） 200,483 123,086 1,502,177

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 569,375 569,375 569,375

発行済株式総数 （株） 3,432,475 3,432,475 3,432,475

純資産額 （千円） 10,415,617 11,347,389 11,623,408

総資産額 （千円） 19,441,738 19,809,506 22,343,106

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 59.59 36.58 446.47

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 135.00

自己資本比率 （％） 53.6 57.3 52.0

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、関連会社がないため、持分法についての該当事項はありません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社において営まれる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当社は、2020年度から2022年度までの３カ年を対象とする中期経営計画「INNOVATION＆GROWTH2022」に基づき、

４つの基本戦略「計測・制御・分析ソリューションにおけるNO.１を目指す」「ターゲットの明確化とマーケティ

ングの強化」「Only One Solutionの構築」「経営基盤の盤石化を推進」を軸に推進してまいりました。

　その結果、当第１四半期累計期間におきましては、売上高は、基幹ビジネスであるガス・水道関連が堅調に推移

したものの、自動車関連向けが低調となり、57億18百万円（前年同期8.6％減）となりました。利益面は、減収に

伴い、営業利益１億59百万円（前年同期比44.8％減）、経常利益１億86百万円（前年同期比37.2％減）、四半期純

利益１億23百万円（前年同期比38.6％減）となりました。

　また、受注関連につきましては、顧客企業の設備投資予算縮小等の影響により、受注高は76億68百万円（前年同

期比8.2％減）、受注残高は152億68百万円（前年同期比14.7％減）となりました。

　セグメントにつきましては、当社では計測制御機器、分析機器等の各種電子応用機器の販売と、それに付随する

エンジニアリング業務などを行っているものであり、単一であります。したがいまして、セグメント情報は省略し

ております。

 

　なお、当社における商品の品目別概況は、次のとおりです。

《制御・情報機器システム》

　当品目につきましては、電気・ガス・水道などの公共事業関連が堅調に推移したことから、売上高は30億91百万

円（前年同期比4.9％減）となりました。

《計測器》

　当品目につきましては、自動車関連向けや電機メーカー向けが低調となり、売上高は６億80百万円（前年同期比

34.7％減）となりました。

《分析機器》

　当品目につきましては、食品・薬品関連や研究機関向けが堅調に推移し、売上高は16億45百万円（前年同期比

0.4％減）となりました。

《産業機器その他》

　当品目につきましては、自動車関連向けの設備投資需要の落ち込みにより、売上高は３億１百万円（前年同期比

3.1％減）となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて12.9％減少し164億９百万円となりました。これは、現金及び預金が17億50

百万円、電子記録債権が５億63百万円減少したことなどによるものであります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて3.0％減少し34億円となりました。これは、投資有価証券が86百万円増加し

た一方、役員に対する保険積立金が２億34百万円減少したことなどによるものであります。

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて11.3％減少し198億９百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べて21.0％減少し84億28百万円となりました。これは、電子記録債務が13億33百

万円、買掛金が６億77百万円減少したことなどによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて30.4％減少し33百万円となりました。これは主に、退職給付引当金が12百万

円減少したことなどによるものであります。

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて21.1％減少し84億62百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べて2.4％減少し113億47百万円となりました。これは、利益剰余金が３億31百

万円減少したことなどによるものであります。
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(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、当社の優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　なお、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につきましては、特記すべき

事項はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における当社の研究開発活動の金額は、１百万円であります。なお、当第１四半期累計期

間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2020年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,432,475 3,432,475

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株で

あります。

計 3,432,475 3,432,475 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 3,432,475 － 569,375 － 814,474

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 67,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,364,000 33,640 －

単元未満株式 普通株式 575 － －

発行済株式総数  3,432,475 － －

総株主の議決権  － 33,640 －

（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式42株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

西川計測株式会社

東京都渋谷区

代々木３－22－７
67,900 － 67,900 1.98

計 － 67,900 － 67,900 1.98

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2020年７月１日から2020年９

月30日まで）及び第１四半期累計期間（2020年７月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2020年６月30日)
当第１四半期会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,736,954 6,986,366

受取手形及び売掛金 6,601,379 6,079,885

電子記録債権 1,668,839 1,105,808

商品 1,492,617 1,870,514

前渡金 87,404 115,889

前払費用 37,433 36,615

その他 214,741 214,071

流動資産合計 18,839,370 16,409,150

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 196,196 191,565

機械及び装置（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 39,566 35,705

土地 6,172 6,172

リース資産（純額） 23,844 21,007

有形固定資産合計 265,780 254,450

無形固定資産   

ソフトウエア 125,463 174,589

電話加入権 5,094 5,094

リース資産 211 －

無形固定資産合計 130,770 179,684

投資その他の資産   

投資有価証券 2,420,227 2,506,903

役員に対する保険積立金 311,203 76,747

繰延税金資産 118,733 123,416

破産更生債権等 761 761

その他 256,984 259,117

貸倒引当金 △725 △725

投資その他の資産合計 3,107,185 2,966,220

固定資産合計 3,503,736 3,400,355

資産合計 22,343,106 19,809,506
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2020年６月30日)
当第１四半期会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,652,733 3,975,148

電子記録債務 3,110,828 1,776,961

リース債務 10,340 9,459

未払金 352,067 132,793

未払費用 198,919 186,622

未払法人税等 370,052 105,968

前受金 1,681,763 1,720,929

預り金 287,885 175,944

賞与引当金 － 330,130

役員賞与引当金 － 12,083

その他 6,367 2,146

流動負債合計 10,670,958 8,428,187

固定負債   

リース債務 14,516 12,349

長期未払金 1,828 1,828

退職給付引当金 32,394 19,753

固定負債合計 48,739 33,930

負債合計 10,719,697 8,462,117

純資産の部   

株主資本   

資本金 569,375 569,375

資本剰余金 815,226 815,226

利益剰余金 9,384,547 9,053,421

自己株式 △159,081 △159,081

株主資本合計 10,610,067 10,278,941

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,013,341 1,068,447

評価・換算差額等合計 1,013,341 1,068,447

純資産合計 11,623,408 11,347,389

負債純資産合計 22,343,106 19,809,506
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(2)【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  (単位：千円)

 
前第１四半期累計期間
(自　2019年７月１日
　至　2019年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 ※ 6,254,731 ※ 5,718,224

売上原価 4,913,595 4,559,203

売上総利益 1,341,135 1,159,021

販売費及び一般管理費   

受注前活動費 72,879 96,798

役員報酬 37,200 37,800

役員賞与引当金繰入額 19,493 12,083

給料及び手当 537,693 491,834

退職給付費用 14,958 17,806

福利厚生費 92,490 87,370

賃借料 97,219 97,820

減価償却費 11,922 12,446

その他 168,519 145,781

販売費及び一般管理費合計 1,052,376 999,742

営業利益 288,759 159,278

営業外収益   

受取利息 21 11

受取配当金 6,402 6,385

保険解約返戻金 － 20,223

その他 1,273 558

営業外収益合計 7,697 27,178

営業外費用   

その他 50 189

営業外費用合計 50 189

経常利益 296,406 186,267

税引前四半期純利益 296,406 186,267

法人税、住民税及び事業税 139,632 92,070

法人税等調整額 △43,708 △28,889

法人税等合計 95,923 63,180

四半期純利益 200,483 123,086
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　前第１四半期累計期間（自 2019年７月１日 至 2019年９月30日）及び当第１四半期累計期間（自 2020

年７月１日 至 2020年９月30日）

当社の主要な販売先は、上下水道、電力、都市ガス等の公共事業関連、民間でもエンド・ユーザーが官公庁の

重電・プラント関連の販売先が多く、売上高・利益ともに第３四半期会計期間（１月１日～３月31日）に集中す

るという季節的変動の傾向があります。

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

 （自　2019年７月１日 （自　2020年７月１日

 　　至　2019年９月30日） 　　至　2020年９月30日）

減価償却費 15,925千円 17,042千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自　2019年７月１日　至　2019年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年９月27日定

時株主総会
普通株式 504,679 150.00 2019年６月30日 2019年９月30日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間（自　2020年７月１日　至　2020年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年９月29日定

時株主総会
普通株式 454,211 135.00 2020年６月30日 2020年９月30日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自　2019年７月１日　至　2019年９月30日）及び当第１四半期累計期間（自　2020年

７月１日　至　2020年９月30日）

　当社は、計測制御機器、分析機器等の各種電子応用機器の販売と、それに付随するエンジニアリング業務な

どを行っているものであり、セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
（自　2019年７月１日
至　2019年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2020年７月１日
至　2020年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 59円59銭 36円58銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 200,483 123,086

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 200,483 123,086

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,364 3,364

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（追加情報）

　　前事業年度に提出した有価証券報告書（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の感染拡大や

収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０２０年１１月１３日

西川計測株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東　 京　 事　 務　 所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 佐　　野　　 康 　　一　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 寺　　岡　　久　仁　子　㊞

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西川計測株式

会社の２０２０年７月１日から２０２１年６月３０日までの第８６期事業年度の第１四半期会計期間（２０２０年７月１

日から２０２０年９月３０日まで）及び第１四半期累計期間（２０２０年７月１日から２０２０年９月３０日まで）に係

る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、西川計測株式会社の２０２０年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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